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（１）防災研究所の研究目的と特徴 

防災研究所は創設以来、地震、火山噴火、台風、豪雨、洪水、高潮、津波、地すべりな

ど、多種多様な自然災害とその防災に関わる研究に取り組んできている。防災研究所は、

自然科学から人文・社会科学に亘る災害学理の追求という基礎研究を展開すると同時に、

防災に関する我が国唯一の共同利用・共同研究拠点として、基礎研究の成果を統合して防

災学を構築するという目的を掲げている。 

地球規模あるいは地域性の強い災害の軽減と防災に関わる課題に取り組み、現実社会に

おける問題解決を指向した実践的な研究を実施する点にも特徴がある。防災学の視点で、

安全・安心が持続可能な地域社会さらには国際社会の構築に貢献することは、防災研究所

の存立理念である。地域および世界に開かれた研究所として、学術的知識の伝達ならびに

地域社会や国際社会との連携を図っていく点も活動として重要である。それらを実現する

ために、次世代の人材さらには国際的リーダーとなり得る人材を育成・輩出するという、

教育面にも配慮した運営が行われている。 

第３期中期目標期間において推進した研究の特徴は、以下の３つの目標にまとめられ

る。 

(1) 自然災害の最近の変容だけではなく将来の変容も見据え、防災に対する指針を導くた

めの基礎研究を展開することを通じて、災害学理を追究する。 

(2) 現実社会が切望する核心的な防災ニーズを発見し、それを学際的体制と複合融合的研

究アプローチを通じて解決する実践的研究を推進する。 

(3) 防災に関する我が国唯一の共同利用・共同研究拠点として、 共同研究、突発災害調査、

研究ネットワーク、災害データベースの構築にリーダーシップを発揮するとともに、 

世界の防災研究に関する拠点とし活発な国際交流を展開する。 

 2022 年度からの第４期中期目標期間においても、これらの特徴を踏まえた研究を展開す

るとともに、特に社会のニーズに即応した研究の推進や研究体制の構築を行う。 

  




